
平成３０年9112日

r熊本県歯科・師会　病診達携特■講演会』1開催のお加らせ

平素より本会会務ヨ1営にごミ解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、回復期病診連携推ま事業は熊本県からのJさ託事業となっており、平成２６年４ｊの

運営開始から５年目を迎えました。

そこで、５年目の節目としてＥ師・歯科Ｋ師を始め多くのＥ療に従事されている方々をが
象に、を回にも加られているえ利赤十宇病院のチームＥ療体制を紹介する講演会を企両いた
しました。

つきましては、下Ｅのとおり「熊本県歯科医師会病診連携特別講演会」をＲ催いたします

ので、是非ご参加くださいますようよろしくお順い申し上げます

日時

場所

記

平成３０年11jllO日(ﾆt:)午後４時～６時３０分

熊本市医師会館２階講２(熊本市中央IZ本荘3-3-3)

講演1r足利赤十宇病院における・科／歯科達携についてJ

え利赤十宇病院

院長　小松本悟

jt1利き十宇病院は.栃木県南部に位置し,ヨ次救命救ａセンターを有したｉ療・(80

万人)の唯一のｔ域中核病院である.病床数は555床,をま個ま化した次ｔ代型グリーン

ホスピタルである。

病院におけるリハビリテーション(リハ)科と歯科チームの介入モデルの報告は少ない.そ

こで,2010年10 Jiより入院患者の口ま管ミや摂食嘸下リハに関わる目的にてリハ科内に

歯科部ｎをＲ置し,リハ科と歯科チームによるロ腔管をならびに摂食嘸下リハが行われる

ようになった。

リハれと歯科チームによるＥ科／歯科連携は,Ｓ卒中患者のＳ嘸性肺炎のＲ症率を減

少させ,入院患者のＡＤＬ,ＱＯＬ改善に寄４しているiil能忖Eがあった.また,がん周術期患

者,化学療ま患者,緩iロケア患者についても口Ｒ管ａのjRlｔを確Ｓした.さらにＦ科／

歯科連携は,Ｋ療経営ほからみても有ａであった。

講演２ ｒＳ科歯科達携の実際　～病院歯科、リハビリテーション科の視点から～j

え利赤十字病院

リハビジテーション科

歯科Ｋ師　尾崎研一郎

Ji1利赤十字病院のリハ科にはＫ師245、歯科ｉ師３名、ミ学療ま±32名、作業療法±

17名、き語聴覚±12名、歯科衛圭±2あが所Ｘしている.歯科部Ｍの特徴は,圭に入院患

者に搾化して診察していることが挙げられる.夕1ヽ来あ者は摂食嘸下障害やがん化学療法等

により歯科診療所では対応困難な症例にのみ関わっている.さらに口腔外科とは別のシステ

ムで稼働していることも特徴の１つである.歯科部門を開設した2010年10jから2012年3

jlまではリハ介入患者にがぶして院内での歯科ｔ診システムのＳ礎を構築した.入院患者

にがして歯科が日常６に関わっており、歯科がケア白IJな視点からＭわっていることにがして

病院スタッフのミ解を得ている.このような現４がを国の病院や施ＲであるようにJり1待した

い.本歯科モデルは病院のｲす加価値になると確信している.現にＩＳ的な医療機能評価に

おいてもー定の評価を得た.小松本ji院長と演者の講演をａじて「Ｘ科歯科ま携の実力」

と「歯科の可能性」を知って頂けると幸いである。

主催 熊本県歯科Ｅ師会 熊本県



ＦＡＸ申jﾑ察

申ふ締切　１０大ｊ３１日（水）

熊本県歯科Ｅ師会（FAX 096-343-0623）行
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「H30.11.10熊本県歯科・師会病診達携特Sl」講演会」
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※駐ま湯は台数に限りがありますので、なｊ;の交ll機関をご利用くたさい。
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熊本市Ｓ師11館
熊本市中央Ｒ本荘3一3-3

TEL:096-362-1221
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1問い合わせ先l

熊太系歯科Ｋ師会事務局　担当：まＬＬ

ＴＥＬ：０９６－３４３－８０２０

ＦＡＸ：０９６－３４３－０623


